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編集後記
 
今年度九月号は、 前所長小山利彦先生と同じく中古の王朝文学 『源氏物語』
をご専門とされる、 河添房江先生 （東京学芸大学） ならびに陣野英則先生 （早稲田大学）に、 「特集号
 
平安物語の比較文化的研究」の企画へのご賛同を
いただいて、ここに刊行の運びとなった。
 
河添論文は唐物を切り口にして、 『源氏物語』と『うつほ物語』を比較の
素材に、和漢の融合、和様が確立した される国風文化の真実、さらには文化の体現者として国制確立を主導する支配層へと話題を展開している。唐物≒舶載品の一つである香料を用い、そ 加工物の薫物・調香により、優美趣向が幾重にもひろがり、和の美意識で変容 ていく様が活写されている。和漢の融合による文化の再創造の事実を 『源氏物語』が豊かに内包することを教わった。
 
陣野論文は、 『源氏物語』と『うつほ物語』の「学問」 「ふみ」の全用例を分
析して、和文（仮名書き）の物語文学による、当時の学問（漢籍・漢詩に学ぶこと）の取り上げ方を検討する。物語文学は、漢籍・漢詩（学問）自体を引くことはまれだが、 詩文に関す エピソード、国際的な学問の重要性、体得者たるべき帝や貴人と学問 深い関わりを題材とした。さらに、 のネガティヴな実情を共有 つつも、 『うつほ物語』は学者や 生の揶揄にとどまり、 『源氏物語』は学者を戯画化する一 で、学問 退嬰を憂い学問 受容 読者を誘うと指摘する。重戦車が行軍しそ 前をセンサーが飛行する感。
 
小山論文は、八世紀末～一〇世紀前半における渤海との交流を検討する。
渤海の主な関心は交易にあったものの 文人貴族主 朝廷に応じて使節団を文人主体の構成にしたこと、詩歌楽・曲宴 催奏・饗応 より歴代天皇が多く渤海使節を遇したことを、記録類に拠 、解説する。宮中行事（朝賀男踏歌、曲水の宴、端午の節句）の内容 ついては、史料とと 今日の行事を自身で撮影した写真を交えて詳述する。こうし 、平安皇権がめざし、実践・確立した国事 具体的な姿を浮き彫りにして る。
 
お互いに交感しあう論考を楽しく拝読して、平安の を思い歩くとともに、
三先生が中古文学への
 serious な取り組みを通じて交歓されてこられたこ
とが拝察される。文学の「すぐれて まめかしうなつか き香」に浸る機会を与えていただきました。
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